


 
 図２ サンプリング前後のフィルター 

２）気体の状態でのサンプリング 
図 3 に示すキャニスターと呼ばれる捕集
容器に 1分間に 3mL 程度の流速で 24時間
大気捕集を行います。 

 
図３ キャニスターによるサンプリング 
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 図 4 にキャニスターによりサンプリング
し、分析を行ったベンゼンの経年変化を示

します。ベンゼンは、環境基準値（3µg/ｍ3） 
 
 
 
 
 
 
 

が設定されおり、2000年に自動車燃料中のベ
ンゼン濃度について法規制が行われたこと

から、ベンゼン濃度が減少傾向を示しており、

法規制の効果が現れていることがわかりま

す。 
３）捕集剤を用いるサンプリング 
図 5に示すサンプリングポンプに、図 6に
示す各種の捕集剤を対象物質の性質に応じ

て選択し、最適な吸引速度を設定して採取を

行います。 

 
   図５ 大気試料サンプリングポンプ 

 
図６ 各種の捕集剤 

保環研での今後の取り組み！ 

保環研では、今後も化学物質の測定に取り組

み、環境中の化学物質による汚染の未然防止

につながる調査研究等を行っていきます。 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 
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サンプリング前 サンプリング後

図４ ベンゼンの経年変化（道路沿） 


